















































































































































































































	第8章　河川水文調査
	8.1 概要
	8.2 水文調査の方法
	8.2.1 河川システムモデル
	8.2.2 降雨解析の手法
	8.2.3 洪水解析
	8.2.4 河床変動調査の手法
	8.2.5 設計洪水位調査の手法

	8.3 水文調査の結果
	8.3.1 確率洪水流量
	8.3.2 河床変動と洗堀
	8.3.3 設計洪水位
	8.3.4 推奨される設計橋梁長
	8.3.5 最低必要な橋梁スパン長
	8.3.6 推奨される河川改修


	第9章　改修橋梁の分類
	9.1 概要
	9.2 架替え橋梁、上部工の架替えと補修を判定する基準
	9.2.1 橋梁の幅員
	9.2.2 許容載荷重
	9.2.3 損傷の程度

	9.3 橋梁の架替え、上部工の架替えと補修の判定

	第10章　予備設計
	10.1 概要
	10.2 設計の手順
	10.3 計画条件
	10.4 設計橋梁幅員
	10.4.1 標準および設計橋梁幅員
	10.4.2 設計橋梁幅員

	10.5 河川構造物の設計
	10.6 比較設計
	10.7 橋梁改修の設計
	10.7.1 架替え橋(Reconstruction)
	10.7.2 上部工の架替え(Replacement of Superstructure)
	10.7.3 補修(Repair)

	10.8 迂回橋の設計
	10.9 予備設計の概要
	10.10 概略工事数量

	第11章　積算
	11.1 概要
	11.2 事業費の構成
	11.2.1 直接費
	11.2.2 間接費
	11.2.3 技術・管理費
	11.2.4 用地・補償費
	11.2.5 予備費

	11.3 単価分析
	11.4 建設費
	11.5 事業費


